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Serial Dilutions of Antibody

— Contwl Antizan= 10lns —— Anfizen= 10n=

—— Anfizer= 50ns —— Antizer= 100n=

kba 1 GRIA2 ¥ 2 mAb £ /= Hela (1) 4RI T 2R 427 Oy ME,

170-
130-

a5- - =
72-
55-
13-

o

R

34-
26-

g GRIA2 T2 mAb () £ #1717 3> hA—IL () £fEAL 1= SK-N-SH 41807
{ O—H1 kA KU —5%F,
|
|
|
I
|

Web: https://japan.enkilife.com E-mail: order@enkilife.com techsupport@enkilife.com



	
	製品名: GRIA2マウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM81148
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	グルタミン酸受容体は、哺乳類の脳において主要な興奮性神経伝達物質受容体であり、様々な正常な神経生理学的プロセスにおいて活性化されます。この遺伝子産物は、α-アミノ-3-ヒドロキシ-5-メチル-4-イソキサゾールプロピオネート（AMPA）に感受性のあるグルタミン酸受容体ファミリーに属し、リガンド活性化陽イオンチャネルとして機能します。これらのチャネルは、4つの関連サブユニット、Gria1～4から構成されています。この遺伝子によってコードされるサブユニット（Gria2）は、RNA編集（Q/RおよびR/G）の対象であり、これによりチャネルはCa(2+)を透過できなくなり、ラット脳におけるこれらのチャネルの運動特性に影響を与えると考えられています。この遺伝子では、選択的スプライシングにより、異なるアイソフォーム（フリップおよびフロップ）をコードする転写産物バリアントが生じることが知られています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	GRIA2マウスmAbを用いたHeLa（1）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	GRIA2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した SK-N-SH 細胞のフローサイトメトリー分析。

